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第1に「統合」という方法である。インドの国家としての公用語はビンデイ一語であるが，ビンデ
イ一語はインド全土で話されている訳ではない。また，ビンデイ一語を公用語とする際に，インド国
内でも混乱が起きたという事実がある（20）0そのため，かつての宗主国である英国の言語ではあるが，
現在は世界中で広く話されている英語を授業言語として用いている。つまり，多様性の中から特定の
言語を採用し，ある地域の子どもたちにとって有利・不利な状況を作り出してしまわないようなシス
テムになっている。また，インドの中でも，比較的教養のある話者の共通語として使われている英語
は，都市にある比較的裕福な子どもたちを対象とした学校でも，授業を行う際の言語として用いられ
ている。したがって，英語による授業はインドの多様性をひとまとめにする力とともに，本国に帰国
した際の進学への足がかりを作るという利点も持つ（21）。また，課外の時間にインド全土で共通の価
値，芸術とされている2大伝統音楽（ビンドウスターニボーカル，カルナティツク）や，伝統舞踊
（バラティナティアム，カタック）が伝承されている。これらは北部起源の伝統芸術や南部起源の伝
統芸術であったりするが，インド全土の芸術的価値として国内で－も広く認められているものであるた
め，採用されている。
第2に，自己尊重という対処の仕方である。インドには地域により，食べられている食物やその調
理法に詳細な決まりがある。そのため，各地方や家々の文化を尊重するために，学内には学食や売店
を設けず，それぞれが地域の特性を生かした食事を摂ることができるように配慮されている。
第3に，個々の文化学習機会の保障を挙げることができる。インド文化は多様であるが，学校では
それら各地方の祭を児童・生徒にその都度紹介している。祭の紹介に留まらず，そこで食べられる地
方伝統の食事等についても触れるため，自文化のみならず，子どもたちはインド国内の他の文化をも
学習することができる。また，現在はそれぞれの家庭で継承されている地方言語に関しても，日本に
おける各インド言語の継承も学校の使命であるとの考えから，放課後の地方言語学習クラス設置も検
討中とのことである。このような地方言語クラスの実現には，国内の多様な言語を紹介し，それぞれ
の言語学習に対応することのできる人材確保，資金の確保などの環境づくりが必要とされるであろう。
現在，日本の公立学校に通う外国人の子どもたちのための母語クラスが各地で行われているが，私立
学校であり外国人学校でもある学校が生徒に対して提供するクラスには，行政からの補助は期待でき
ない。朝鮮学校や中華学校の中には，地域の公立学校に通うその国にルーツを持つ子どもたちや日本
人の希望者に朝鮮語や中国語を教えているところもある。このように，学校を地域に開くことで，イ
ンド学校以外の学校に学ぶインド各地の子どもたちの母語学習への貢献も期待できる。このように，
インド系国際学校GIISでは，「統合」「自己尊重」「個々の文化学習機会の保障」という3つの方法に
よってインド国内の多様性への対応がなされていた。
3．インド系国際学校における「国際」要素
l　国際学校における「国際」要素とは
ここでは，インド系国際学校における2点日の要素，「国際」について考えてきたい。ところで，
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「国際学校」や「インターナショナルスクール」と言われている学校は，一般にどのような面でその
国際性を表しているのであろうか。筆者は冒本にあるこれらの学校のいくつかを考察し，次のような
結果を得た：すなわち，第1に，国籍や民族を問わずに生徒を受け入れている。第2に，教職員が
様々な国や民族の人たちによって構成されている。第3に，英語を学校内における主な使用言語とし
ている。第4に，国際バカロレアやケンブリッジIGCSEなどの，国際的なカリキュラムとして認知
されているものを採用している。第5に，名称に「国際」や「インターナショナル」という言葉を含
んでいる，以上5点である。しかし，これらの項目すべてが，すべての学校にあてはまるという訳で
はなく，類型化については今後更なる検証を得たねばならない。
また，「国際（22）」という言葉から連想されるイメージは，人やその人の属する国家によっても様々
である。日本人は「国際社会」という時，日本の外に模範的国際社会というのがあって，そのクラブ
に日本が入れてもらうという発想や感覚を持つが，欧米人は自分が主人公である「世界」という語を
用いるという指摘もある（23）。そのため，前述の要素に加え，国際学校がどの部分で「国際」要素を
示しているのかについては，それぞれの学校ごとにより詳細な分析が必要となるのではないだろうか。
特に，国際学校の場合は，設置者やその対象者によって「国際」の捉え方にも変化が出てくる。とり
わけ，インド系学校の場合，特定の国家の価値が深くかかわっているため，それらを分析することは，
他の国家的価値を持った学校が国際性を意識する上でも，重要な事例となることであろう。ある国家
の価値観を前提とした学校において，「国際」という要素はどのように捉えられているのであろうか。
インド系国際学校GIISにおける「国際」要素を見ていきたい。
ii　インド系国際学校における「国際」要素
インド系国際学校GIIS独自の「国際」要素は，教員が情報を隠したり，バイアスをかけることな
く生徒に伝えること，それらをもとに生徒が自分なりに物事を考え，地球という共通の住まいがより
良いものとなるよう自ら行動に移せるようにすること，にあった。その一例として，原爆学習をとり
あげてみたい。
GIISの本国，インドは核保有国に周囲を囲まれ，「非同盟と独立を維持するためには核兵器は不可
欠（24）」という態度を崩していない。ところが，この学校では，シンガポール本校より「日本校なの
で必ず原爆学習を行うように」との通達が出された。そのため，8月6日には広島の原爆犠牲者に対
して黙祷が捧げられ，9日の長崎原爆投下の日には小学生以上を対象としたビデオ鑑賞の時間が持た
れたという。ビデオは日本人教員によって選定されたアニメ「つるにのって」と，NHK番組「映像
の世紀」の中から原爆投下直後の長崎を上空から映した映像の2点である。学校側は，平和について
考えてもらう良いきっかけとなり，ただ怖いという印象だけを残して終わってしまわない内容を選定
した。核開発を進めている国家インドにとって，原爆の被害の甚太さを伝える映像が，国益になると
考えるのは難しいことであろう。しかし，GIISでは，このように世界に起こった事実ありのままを
子どもたちに伝えていくことを大切にしていた。
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また，国際一インターナショナルという国家間関係よりも，むしろ地球－グローバルという視野を
重視していることも明らかとなった。ひとりひとりが国家によって規定された差異を背負った人間と
してという以上に，同じ地球上に住む人間として求めるべき共通の価値（環境，平和など）について
考えることのできる能力の育成が求められているということができるであろう。GIISでは，自分た
ちの国や地域ばかりではなく，地球をより住みよい場所にするために，今日という日があることに感
謝し，自らが置かれている状況を受け入れる。そして，まず他者を尊重した上で，謙虚な姿勢で自ら
も他者に働きかけるために何か語れるものを持つような人間になることを目指し，自分自身を磨いて
いくことが地球的な視野に立って行動することとされ，大切にされていた。そのために学校では，コ
ミュニケーション能力育成のためのスピーチやディベートの授業も行われている。
このように，インド系国際学校GIISでは，自分の置かれた状況を理解し，他者に働きかけるため
に自ら語れるものを持つこと，すなわち，地球的な視野に立って行動することを目標に，教員により
積極的な情報提供が行われている。そのことが，「国際」そして，校名にも込められた「グローバル」
な要素として捉えることができる。
4．インド系国際学校におけるホスト社会・日本文化
l　ホスト社会の文化を学ぶ意義
日本に住む外国人の子どもたちがホスト社会である日本の文化を学ぶ意義には，どのようなものが
あるのだろうか。第1に，彼らのホスト社会における行動範囲の拡大を挙げることができる。ホスト
社会で広く使用されている言語を知ることは，公共交通機関の利用の制約のみならず，情報へのアク
セス，社会教育機関等における学習機会への参加の制約（25）を取り払うのに役立つ。これらは，居住
国にとって様々な権利を獲得していく際の足がかりとなるだろう。
また，2点目として，両国の友好関係に貢献する人材の育成も期待できる。獲得した日本語で日本
人と交流を深めることにより，ホスト社会である日本や日本人の生活に対しても理解が生まれる。ま
た，このような効果は子どものみならず，その家族へも期待できる。子どもたちが学校で覚えた日本
語や日本文化を家庭に持ち込むことにより，家族もその影響を受けるため，同じような効果が期待で
きるであろう。
しかし，ホスト社会文化の受容には，そのホスト社会の状況や子どもたちの本国の状況が大きく関
係していることもまた事実である。日本の国際学校を卒業したアメリカ人生徒のアイデンティティに
関する追跡調査を行った研究（26）では，日本の高度経済成長以前に神戸の国際学校で学んだ人たちの
中には，日本語のできる人は殆どいないのに対し，日本が経済的に豊かになった頃の卒業生には日本
語ができ，自らのアイデンティティの中に「日本」を含める人の割合も高くなっていることが実証さ
れている。この結果には，ベトナム戦争反戦の動きが日本国内でも高まっていた60年代と，戦争終
結後の70年代後半以降の生徒では，日本社会におけるその国のイメージも関係していたのではない
かと推測されている。
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このように，ホスト社会の言語・文化の受容は，学校に通う生徒だけでなく，その家族やホスト社
会にとっても重要な意味を持つにもかかわらず，時代状況の変化に左右されるという問題点も同時に
抱えている。
ll　インド系国際学校におけるホスト社会・日本文化
インド系国際学校において，日本文化に触れる機会はどのような形でなされているのであろうか。
先述したCBSEのカリキュラムには，インド国内での日本語学習への需要の高まりから，現在，日本
語が含まれており，小学生以上は第3外国語として履修することができる。学内での日本語の人気は
とても高く，居住地である日本社会への関心も高い。そのため，殆どの子どもが第3外国語として日
本語を履修している。小学校低学年では過3～4コマ，高学年では5年生が3コマ，6～7年生が2コ
マ，日本語を勉強している。
また，教員の努力によって，日本文化や地域社会に触れる機会も拡大されつつある。毎月行われる
遠足や校外学習では，これまでに地域の清掃工場や浄水場の他，地下鉄博物館，地震防災センターな
どを見学し，今後，相撲部屋の朝稽古，江戸川にある名主屋敷という場所に行く計画もある。また，
学校内に充分な運動スペースが取れないため，近くの公立小学校や民間のゴルフ場，区の運動場，野
球チームの施設を借りざるを得ないという現実もある。公立小学校とは継続的な交流が年数回行われ
ており，スポーツ交流をはじめ，インド側からはインド式数学の出前授業，インド音楽タブラの演奏，
ヨガなどが披露されている。また，地域とのかかわりを大切にするため，神輿を担ぐなど祭にも積極
的に参加している。このような交流の場では，習いたての日本語を使って日本人の友人を作ろうと行
動する子どもたちの姿がある。また，通学の行き帰りの道も子どもたちと日本社会を繋ぐ接点のひと
つとなる。学内で，通学途中に覚えた駅のアナウンスを真似る児童もおり，交流会と同じく，習得し
た日本語を自分のものにしていく良いチャンスともなっている。このようなホスト社会とのかかわり
には，現在2名いる日本人教員が大きく貢献している。つまり，日本の事情をよく知る日本人教員に
よって提供された日本文化，日本人の日から見た日本文化が提供されていることがわかる。
このように，インド系国際学校GIISは，生徒の興味，関心を受けて，日本人教員が橋渡し役とな
り，ホスト社会・日本との積極的な交流や地域貢献の機会を設けていた。また，実際にホスト社会に
触れることで，子どもたちは日本語学習の成果を発揮するよい機会を得ているのも事実である。言語
学習など学校内で知る日本と，学校外の体験を通して知る日本，この両者が相乗効果を上げていると
捉えることもできよう。
結　　論
1の「在日インド人の増加とインド人学校の設立」では，急激なインド人人口の増加が，インドの
経済自由化と，IT技術者確保に向けた日本の入国制度の規制緩和と深くかかわっていることや，イ
ンド人学校もそれに伴って設立され，2004年の開校を皮切りに，来年の春には4校目が開校すること
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が確認された。相次ぐインド人学校の設立は，両国が今後も継続的な関係を維持する決意の表れのひ
とつと捉えることができる。
次に，本稿で重要な位置を占める「学校における文化」の部分であるが，2では，インド国内の多
様性の状況を説明し，現在も常にそれら多様性の課題を抱えた状況であることを示した。そのような
多様性が異国に持ち込まれる際，とりわけ学校であるGIISにおいてはどのような形で文化継承がな
されているのか，という点を次に明らかにした。その結果，学内使用言語の英語化やインド全土の芸
術の伝承に代表される「統合」，学食を設けず各地方の味を大切にするための弁当持参制度に表れて
いる「自己尊重」，各地方の祭を祝うことや，目下検討中である放課後の母語クラスが示す「個々の
文化学習機会の保障」という3つの対応を採っていた。
「国際」という要素に関しては，特定の「国際」という理想的な状態があるのではなく，教員が提
供する世界に起こった事実について，子どもたち自らが共通の住まいである地球をより良いものにす
るために何ができるのかを考え，行動に移せるようにすることが「国際」的な要素として捉えられて
いた。また，ここで言う地球的な視野とは，それぞれが置かれた状況を把撞し，第一に他者を尊重す
ること，その上で謙虚な姿勢で互いに働きかけることができるよう，そして自分の側からも何か語れ
るものを持てるように自身を磨くこととされる。このような姿勢を培うために，たとえば，シンガポ
ールの本校には各宗教の祭壇が設けられ，それぞれの宗教が尊重されている。また，実際にスピーチ
やディベートの授業では論証能力の育成も行われていた。インターナショナルというよりも，むしろ
グローバルな側面を重視していると言えるであろう。事例として，ここでは原爆学習を挙げた。
最後に，ホスト社会・日本の文化については，学内で日本語学習をはじめ文化に触れる機会が積極
的に提供されている上に，学外との交流や地域社会への貢献が子どもたちの学内における学習の成果
発揮に役立っていることが明らかとなった。また，日本人教員が，日本文化の提供や社会との接点に
重要な役割を果たしていた。
全体のまとめとして，次の内容を示しておきたい。インド系国際学校GIISにおいて，学校の多文
化・国際化への対応として，統合的な部分，それぞれの児童・生徒やその家庭の自己を尊重している
部分，積極的な情報開示，コミュニケーション能力の育成の4点を挙げることができると考えられる。
英語で話す，インド全土で比較的採用されている芸術的価値を採り入れるといった統合的な要素が必
要である一方で，学食を設けない，弁当持参という方針を採り，学校は各家，その子どもたち自身の
自己を尊重する。また，子どもたちが様々な事柄を考えるにあたって，できるだけ事実をありのまま
に伝え，学校や教員により情報に制約を設けない，すなわち，積極的な情報開示の姿勢，そしてその
情報を元に，グローバルな視点から他者を尊重し，相互に働きかけるために必要なコミュニケーショ
ン能力の育成，これら4点がインド系国際学校の多文化，国際化へ向けた取り組みであることを確認
した。今後の課題としては，CBSEカリキュラムの分析，この結論を元にした民族学校と国際学校の
定義づけ，学校における積極的な情報開示の問題点の分析に取り組んでいきたい。
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